
２月松江市議会
新年度予算などを可決

　２月定例松江市議会は、２月２２日から
３月２６日までの３３日間の会期で開会さ
れました。今議会は、松江市茶の湯条例の

制定などの条例案件や補正予算、一般会
計約１００２億円などの新年度予算などが
提案され、原案通り議決しました。陳情５
件のうち２件は不採択となりました。
　議員提出議案では、松政クラブが提案
し議会運営委員会総意で提出した意見

書など２件を全員賛成で議決し、１件を否
決しました。

(予算金額や提出議案の詳細は市ホー
ムページや市報等をご覧ください)
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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経済委員会で議会報告会

　１月２４日、市議会経済委
員会は、市内の商工会議所
や商工会幹部の２１名を招
いて「議会報告会(意見交
換会)」を開会しました。
　第１部は「議会報告」で、
１１月市議会で経済委員会
が議案審議した「イングリッ
シュガーデンの売却」などの報告を行いました。
　第２部は「意見交換」で、テーマ別に２グループに分け、このう
ち野々内はＡグループの司会を務めました。産業に特化しての
多様な課題が多く出され、有意義な意見交換ができました。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在68歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをし

ていきましょう。この度後援会だよりvol.３１を発行いたしま

したので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

神幸祭の準備

　松江城山稲荷神社式年
神幸祭、通称「ホーランエ
ンヤ」をお迎えする地元の
準備が進んでいます。
　地元の「一向地区神幸
祭特別委員会」では、歓迎
横断幕の設置、地域周辺
の一斉美化・清掃活動など
を実施。また、３月１７日には馬潟や関係組織の皆さんに出席
していただき「神輿船曳航確認会議」を開催。歴史と伝統文
化の継承に取り組んでいます。

日本伝統工芸展10回入選を祝う会

　２月７日、日本工芸会正会員の濱
田幸介さんの「日本工芸展１０回入
賞を祝う会・激励会」が、濱田さんの
地元、東出雲町上意東研修センター
でありました。
　３３歳での前記の正会員や１０回入
賞は、驚異的で素晴らしいこと。一緒に
お祝いし、今後の活躍を確信しました。

後 援 会 だ よ り M ay

　改元日の、令和元年５月１日

発行の３１号です。日本にとって

「平成」は災害が多かったものの

戦争のない時代で終わりました

が、「令和」も平和な時代が続く

よう願っています。明るい未来

が開くことができるかは、私たち

ホーランエンヤのお話し多数

　１０年前にホーランエンヤの紙芝居を作り勉強したことか
ら、そのお話をする機会を得ました。２月２４日には地元のシン
ポジウムでコーディネーター、３月８日には出雲郷小学校３年
生に、４月３日には米子市のロータリークラブで、４月２０日に
は松江市白潟の地域歴史の学習グループに。ホーランエンヤ
の歴史や祭典に興味を持ってもらいたくて頑張りました。

ホーランエンヤ中日祭は、東出雲町内だけで開催される祭
典です。意宇川での櫂伝馬船による踊り、陸船による踊りの
両方が披露されます。

意見交換で司会を務めました

3月17日の会議

ホーランエンヤのお話し中

あいさつする濱田幸介さんと奥さん

最 近 の 活 動から

令和の時代、こんにちは

5月22日(水)意宇川→阿太加夜神社

の意志と覚悟、行動にかかって

います。新時代の幕開けに息吹

と希望を共有したいものです。

皆様にとって幸多い令和であり

ますように。

　さて５月には、改元後初めて

の祭典として松江城山稲荷神

社式年神幸祭(通称・ホーランエ

ンヤ)も催行されます。松江市議

会に目を転ずれば、議員任期４

年の半分が過ぎ今後２年間の構

成が変わります。

　野々内は、令和元年度も、松江

市の課題解決や発展に市民目線

を基本に活動を進めていきます。



　

 

松
江
市
の
可
能
性
と

　

 

そ
の
対
策
に
つ
い
て

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
可
能

性
と
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

講
演
会
で
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究

員・藻
谷
浩
介
氏
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

訪
日
外
人
客
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
勝
負

の
と
き
が
来
る
こ
と
、受
け
皿
は
地
方
の

隅
々
に
で
き
て
い
る
が
、最
下
位
の
山
陰
は

い
つ
目
覚
め
る
か
と
も
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
口
減
で
頭
打
ち
の
日
本
人
宿
泊
者
、一

方
で
外
国
人
観

光
客
は
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
ま

す
が
、観
光
地

を
多
く
抱
え
る

松
江
市
に
と
っ

て
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
取

り
組
み
は
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。観
光

を
重
点
行
政
課
題
と
と
ら
え
る
本
市
と
し

て
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、ま
た
国
内
観
光
客
へ
の
戦
略

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長  

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つい
て

は
、宿
泊
者
数
を
増
や
し
、そ
れ
に
よって
消

費
額
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
って
い

ま
す
。宿
泊
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、ナ
イ

ト
タ
イ
ムエコ
ノ
ミ
ー
、キ
ャッ
シュレ
ス
化
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

各
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
伸
び
は
、国
際
定

期
便
を
積
極
的
に
開
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
大
き
く
、国
際
線
の
誘
致
に
県
と

力
を
合
わ
せ
て
積
極
的
に
や
って
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

国
内
の
観
光

客
に
つ
い
て
は
、

漸
減
傾
向
、減

少
傾
向
が
顕
著

に
見
ら
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、消

費
か
ら
事
の
消

費
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
と
い
う
傾
向
を
生
か
し
て
、Ｆ
Ｄ
Ａ
の
路

線
エ
リ
ア
の
新
規
需
要
開
拓
、体
験
型
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
な
ど
、宿
泊
者
数
の
増
加

や
リ
ピ
ー
ト
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
引
き
続

き
の
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

②
若
者
流
出
を
止
め
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

東
京
集
中
を
極
め
た
先
に
人
口
拡
散

時
代
が
来
る
と
藻
谷
氏
は
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。世
界
で
最
初
に
高
齢
化
の
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
る
山
陰
の
未
来
予
測
と
し

て
、高
齢
者
の
増
加
が
止
ま
っ
た
山
陰
か

ら
子
ど
も
の
数
が
増
え
だ
す
と
、思
い
が

け
な
い
予
測
を
聞
き
ま
し
た
。

　
２
０
４
５
年
、25
年
先
の
長
期
的
な
観

点
か
ら
若
者
流
出
を
防
ぐ
取
り
組
み
と

は
何
だ
と
考
え
る
の
か
、そ
の
取
り
組
み

に
必
要
な
準
備
は
教
育
で
あ
り
、地
域
の

魅
力
化
の
向
上
も
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

お
考
え
と
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

森
山
産
業
経
済
部
長  

若
者
の
流
出
は
、

大
学
進
学
を
機
に
他
の
都
市
へ
転
出
し
、そ

の
ま
ま
地
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
主
な
理
由

の
一
つ
で
、大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

若
者
を
松
江
へ
帰
す
た
め
に
は
、ふ
る

さ
と
教
育
や
地
元
企
業
を
知
る
取
り
組

み
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
、若

者
が
大
都
市
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
始

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
移
住
の
動
機
を

与
え
る
こ
と
も
効
果
的
な
取
り
組
み
で

あ
り
、そ
の
後
の
定
着
に
も
大
い
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

人
材
と
交
流
人
口
を

　

 

増
や
す
地
方
創
生
の

　

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

①
熱
中
小
学
校
の
取
り
組
み
に

よ
る
人
材
育
成
と
交
流
人
口
の

増
加
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

自
発
的
に
考
え
行
動
す
る
人
材・市
民

を
増
や
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、「
熱
中

小
学
校
」と
い
う
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
本
市
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
質
問

を
し
ま
す
。

　

熱
中
小
学
校
と
は
、「
大
人
の
社
会
塾
」

で
、『
も
う
い
ち
ど
7
歳
の
目
で
世
界
を

…
』を
テ
ー
マ
に
、地
方
に
人
的
交
流
を
呼

び
込
み
、人
材
、仕
事
、文
化
、街
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
掲
げ
、現
在
で
は

全
国
で
11
校
以
上
が
開
校
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
た
め
の
一
つ
の
取
り
組
み

で
す
が
、実
施
す
る
人
た
ち
、参
加
す
る

人
た
ち
の
両
方
に
刺
激
的
な
講
義
や
対
話

を
通
し
て
、新
し
い
社
会
づ
く
り
に
挑
戦

す
る
人
材
の
育
成
が
期
待
で
き
ま
す
。本

市
で
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

松
浦
市
長  

熱
中
小
学
校
と
い
う
提
案
は
、

大
変
お
も
し
ろ
い
と
思
って
い
ま
す
。松
江
の

歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、藩
校
は
も
と
よ
り
私

塾
が
雑
賀
町
等
を
中
心
に
沢
山
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
沢
山
の
偉
人
が

輩
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　

学
び
た
い
と
い
う
欲
求
を
持
つ
方
々
が

伝
統
的
に
沢
山
い
る
地
域
で
あ
り
、も
う

一
度
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
復
活
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
、首
都
圏
大
学
の
教
授
陣

と
の
学
術
連
携
に
よ
る
ま
ち
の
交
流
、地

元
出
身
で
首
都
圏
で
活
躍
を
し
て
い
る
経

営
者
と
地
元
経
営
者
と
の
交
流
事
業
を

考
え
て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
交
流
を
深

め
て
、将
来
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
講
師
陣
を
迎
え

て
リ
レ
ー
方
式
で
講
演
を
行
う
学
び
の
場

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
い
ろ
い
ろ
考
え
て
な
か
な
か
実

現
で
き
な
か
っ
た
思
い
や
人
生
生
涯
現
役

と
し
て
生
き
が
い
を
見
出
そ
う
と
考
え
て

い
る
方
も
沢
山
い
る
わ
け
で
、そ
う
いっ
た
人

た
ち
の
思
い
や
、実
践
への
仕
掛
け
を
こ
れ
か

ら
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

 

森
林
環
境
譲
与
税
と

　

 

林
業
振
興
に
つ
い
て

①「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」に

よ
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
で
は
、平
成
３１
年
度
か
ら「
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」に
よ
る
事
業
が

始
ま
る
わ
け
で
、今
議
会
に
お
い
て
基
金
条

例
の
制
定
も
議
案
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
職

員
の
養
成
や
制
度
の
運
用
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
執
行
準
備
が
整
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、そ
の
具
体
的
な
状
況
を
伺
い
ま
す
。

森
山
産
業
経
済
部
長  

専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
や
、新

た
に
設
置
さ
れ
る
推
進
組
織
が
開
催
す
る

実
務
研
修
な
ど
に
参
加
し
、職
員
の
知
識
向

上
を
図
り
、育
成
強
化
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

制
度
の
運
用
で
は
、森
林
所
有
者
へ
の
制

度
周
知
や
、今
年
度
整
備
を
し
て
い
る
林
地

台
帳
を
活
用
し
た
現
況
や
施
業
履
歴
等
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、意
向
調
査
、現
地
調
査

を
実
施
し
、申
し
出
の
あ
っ
た
森
林
に
つ
い

て
、地
域
協
議
会
で
林
業
経
営
に
適
し
た

森
林
か
ど
う
か
の
仕
分
け
を
し
、そ
の
結
果

に
応
じ
た
管
理
方
法
で
適
切
な
森
林
の
経

営
管
理
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
木
材
利
用
行
動
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

　
松
江
市
木
材
利
用
行
動
計
画
は
、平
成
３１

年
度
以
降
の
５
年
計
画
に
つ
い
て
策
定
を
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、市
産・県
産
木
材
利
用
量
は
、

現
計
画
の
行
動
計
画
の
目
標
と
比
較
し
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。ま
た
、ま
が
た
ま

学
園
へ
の
木
材
供
給
後
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

木
材
会
社
や
工
務
店
か
ら
は
、住
宅
建

築
の
た
め
に
市
産
材
を
利
用
し
た
い
が
、出

荷
が
少
な
い
た
め
に
利
用
で
き
な
い
と
の

声
を
聞
き
ま
し
た
。民
家
住
宅
で
の
市
産
材

の
使
用
希
望
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。数
量
を
目
標
数
値
ま
で
上
げ
る

努
力
が
市
や
森
林
組
合
相
互
で
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。新
し
い
計
画
の
目
標
へ
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

森
山
産
業
経
済
部
長  

現
計
画
で
は
平
成

２６
年
か
ら
平
成
３０
年
度
の
５
年
間
で
1
，

0
0
0
立
米
の
木
材
を
利
用
す
る
目
標
を

立
て
、公
共
建
築
物
等
の
木
造
化・木
質
化
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、平
成
３０

年
度
末
の
実
績
見
込
み
で
、2
，2
2
7
立
米

で
、達
成
率
が
2
2
3
％
と
な
り
ま
し
た
。そ

の
要
因
は
、玉
湯
ま
が
た
ま
学
園
に
お
い
て
木

材
使
用
量
が
増
え
、目
標
を
大
き
く
上
回
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
３１
年
度
以
降
の
次
期
計
画
策
定
で

は
、各
課
が
管
轄
す
る
建
築
物
整
備
計
画
を

集
約
し
た
上
で
利
用
目
標
を
作
成
し
、現
在

内
部
協
議
を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
期
計
画
は
、新
庁
舎
で
も
木
質
化
を

計
画
す
る
な
ど
、今
後
関
係
部
署
や
木
材

協
会
、森
林
組
合
を
含
め
、検
討
会
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。本
年
４
月
以
降
、新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
森
林
組
合
と
連

携
を
図
り
、木
材
生
産
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会
予
定

19
日（
水
）

6
月

本
会
議(

会
期
の
決
定
、提
案
説
明)

1
日（
月
）
経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

7
月

一
般
質
問

24
日（
月
）一

般
質
問

25
日（
火
）

26
日（
水
）一
般
質
問・議
案
質
疑・

委
員
会
付
託

27
日（
木
）
総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

28
日（
金
）
教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

2
日（
火
）
建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

5
日（
金
）
予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

9
日（
火
）
本
会
議

（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）

閉
会

一
般
質
問

QQ

Q

　

３
月
１
日
、野
々
内
は
連
続
３０
回
目

の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。質
問

は
、一
問
一
答
で
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
と
そ
の
回
答
の
全
文
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

境港に寄港した大型客船

藻谷浩介氏の講演

荒れる里山対策が急務


